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超音波診断装置（エコー）を看護師が活用するための現状と課題

～膀胱留置カテーテルおよび導尿処置における実践～

【背景】超音波診断装置（以下、エコー）は非侵襲的で簡便に使用できる医療機器であり客観的な情

報共有が行える。従来の看護アセスメントは経験に基づく主観的な評価が中心だったがエコー情報を

加えることでより安全・確実な看護ケアにつながることが期待される。尿道カテーテル挿入後に尿の

流出が確認できない場合、無尿か誤挿入なのか判断に迷う場面がある。このような場合にエコーを用

いた膀胱観察により正確な判断ができることが期待される。

【目的】A病院救急外来においてエコーを看護師が活用するための現状と課題を明らかにする。

【方法】救急外来看護師13名を対象に事前にエコーの操作や有用性について学習会を行った。2018年

４月から６月に膀胱留置カテーテル又は導尿時にエコーを用いて膀胱の描出とカテーテルの確認を実

施した。実施後にアンケート調査を行った。

【結果】症例数は16件アンケート回収率は100%だった。アンケート調査から、エコーの有用性につい

て「尿の貯留が確認できた」「カテーテルが確実に入っているのがわかった」「手技に不安があった

症例で再挿入を防ぐことができた」などの回答がある一方で「尿の流出があればエコーで確認する必

要を感じない」という意見もあった。課題としては「画像を綺麗に描出することが難しい」「画像描

出に時間がかかる」が挙げられた。また、看護師による膀胱観察以外のエコーの活用についても92.3%

が「期待できる」と回答し、特に「静脈路確保困難時の活用」が多かった。

【考察】膀胱エコーは描出しやすく画像も理解しやすいため達成感が得られ有効であると考えられ

る。誤挿入の症例はなかったが画像を正しく判断できるかなどの課題が残る。今後、救急外来で看護

師によるエコーの活用が期待できる一方、解剖や病態生理などを考慮した段階的な技術の習得と経験

が必要である。

【結語】エコー手技には知識と経験が必要であるが看護師による膀胱エコーは有用であると考えられ

た。
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